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研究内容：  

 

 

 
 

 
 
 

     
 

Ca2MnO4 は Mn にホールをドープすると低温で反磁性に転移することが分かっている 1。CaMnO3 はペロブスカイト

構造を持つ。Ca サイトに Na を置換し Mn にホールをドープした(Ca1-xNax)MnO3 セラミックを作製し、その交流帯磁率の

実数部を Figure 1 に虚数部を Figure 2 に示す。また電気抵抗を温度の関数として測定し決定したバンドギャップの大き

さと Na のドープ量の関係を Figure 3 に示す。これらの結果より(Ca1-xNax)MnO3 の Ca サイトに Na が１％置換されたとき

にバンドギャップが一番大きくなり、その交流帯磁率の実数部と虚数部が１１５K で最大値を示すことが分かった 2。また

(Ca1-x□x)2MnO4(□：空孔)の高温電気抵抗を測定しバンドギャップを測定した 

ところ空孔の導入の増加に伴いバンドギャップが減少することが分かった。 

   TiO2 に Al をごくわずか添加するとその誘電特性が飛躍的に向上する 

ことが知られている。実際に測定したところ TiO2 では Q 値は７０であったが 

Ti0.995Al0.005O2 では Q 値が４００００であった。この試料をオーストラリアにある 

The Australian Synchrotron の X 線を用い XRD/リートベルト解析を行った。 

結果を Figure 4 に示す。試料の母相はルチル相で他には４モル％のアナター 

ゼが含まれていることが分かった。しかしながら Al の固溶による結晶構造へ 

の影響は見られなかった 3。 
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Figure 4 
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